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利用上の留意事項 

 

  この「概要」は、「令和２年国勢調査」について、令和３年 11 月 30 日に総務省統計局から公表された

人口等基本集計（※）結果の本県分の概要を取りまとめたものである。 

 平成27年国勢調査以前の数値については、令和2年10月1日現在の行政区画により組み替えている。 

※ 人口等基本集計：全ての調査票を用いて市区町村別の人口、世帯、住居に関する結果及び外国人、

高齢者世帯等に関する結果について集計した確定値です。 

 

令和２年国勢調査 

○ 調査の目的 

この調査は、統計法（ 平成 19年法律第 53号 ）第５条第２項の規定に基づいて実施する人口及び世

帯に関する全数調査（基幹統計調査）で、国内に居住するすべての人及び世帯の実態を把握し、各種

行政施策その他の基礎資料を得ることを目的とする。 

○ 調査の期日 

令和２年10月１日午前零時現在 

○ 調査の対象 

調査時において、本邦内（国勢調査施行規則で定める島を除く。）に常住している者。 

ただし、外国政府の外交使節団・領事機関の構成員（随員やその家族を含む。）及び外国軍隊の軍

人・軍属とその家族を除く。 

 

用語の解説 

 ○ 人口 

   国勢調査における人口は「常住人口」であり、常住人口とは調査時に調査の地域に常住している者

による人口をいう。 

 ○ 世帯の種類 

   国勢調査では、世帯を「一般世帯」と「施設等の世帯」の２種類に区分している。 

   「一般世帯」とは、「施設等の世帯」以外の世帯をいう。「施設等の世帯」とは、学校の寮・寄宿舎

の学生・生徒、病院・療養所などの入院者、社会施設の入所者、自衛隊の営舎内・艦船内の居住者、

矯正施設の入所者などから成る世帯をいう。 

 ○ 配偶関係 

   配偶関係は、届け出の有無にかかわらず、実際の状態により次のとおり区分している。「未婚」はま

だ結婚したことのない人、「有配偶」は配偶者のある人、「死別」は配偶者と死別して独身の人、「離別」

は配偶者と離別して独身の人をいう。 

 ○ 住居の種類 

   一般世帯について、住居を「住宅」と「住宅以外」の２種類に区分している。 

「住宅」とは、一つの世帯が独立して家庭生活を営むことができる建物をいう。 

「住宅以外」とは、寄宿舎・寮や病院・学校・旅館・会社・工場・事務所などの建物をいう。 

 

 
詳しい結果、用語の解説等は、総務省統計局ホームページをご覧ください。 

https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html

数値の見方 
・ 本文及び図表中の数値は、表章単位未満で四捨五入している。なお、増減率や割合などの各種

計算値の算出に当たっては、単位未満を含んだ数値を用いている。 

・ 「0.0」単位未満の数値を表している。 

・ 割合は、特に注記のない限り、分母から不詳を除いて算出し、又は不詳補完値（※）により算

出している。 

※ 主な項目の集計結果（原数値）に含まれる「不詳」をあん分等によって補完したもの。年齢
別人口、配偶関係別人口及び日本人・外国人別人口に用いており、５年前との比較において
は、平成 27年国勢調査も同様の方法で遡及集計した結果を用いている。 
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１ 県の人口 

 

 

 

 

 

〇 令和２年 10月１日現在の本県の人口は 1,342,059人で、前回の平成 27年国勢調査に比

べ、62,670人（4.5％）の減少となっている。 

  なお、全国順位は 27位で、平成 27年と同じとなっている。 
 
〇 本県の人口は、大正９年の第１回国勢調査から昭和 30 年まで一貫して増加してきたが、

昭和 35 年から昭和 45 年までの間は減少で推移している。その後、昭和 60 年まで増加で

推移したものの、平成２年以降は再び減少を続けている。  

  （図１） 

 

図１ 人口及び人口増減率の推移（大正９年～令和２年） 

 

  

〇 総人口を男女別にみると、男性が 636,736 人（総人口の 47.4％）、女性が 705,323 人

（同 52.6％）となっており、女性の方が 68,587人多くなっている。 

 

〇 総人口のうち日本人人口は 1,326,043 人、外国人人口は 16,016 人となっている。 

平成 27 年に比べ、日本人人口は 67,042 人（4.8％）の減少、外国人人口は 4,372 人

（37.5％）の増加となっている。 

 

 

令和２年 10月１日現在の本県の人口（確定値）は 1,342,059人（全国 27位） 

平成 27年から 62,670人（4.5％）の減少 
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２ 年齢別人口 

 

 

 

 

 

〇 総人口を年齢（３区分）別にみると、15歳未満人口は 153,838人（総人口の 11.5％）、

15～64 歳人口は 723,588 人（同 53.9％）、65 歳以上人口は 464,633 人（同 34.6％）とな

っている。 
 
〇 平成 27 年に比べ、15 歳未満人口は 16,568 人(9.7％)の減少、15～64 歳人口は 60,996

人（7.8％）の減少、65歳以上人口は 14,894人（3.3％）の増加となっている。 

また、総人口に占める割合は、15歳未満人口は 12.1％から 11.5％に低下、15～64歳人

口は 55.9％から 53.9％に低下、65歳以上人口は 32.0％から 34.6％に上昇している。 

（図２、図３、図４） 

図２ 年齢（３区分）別人口の推移（昭和 60年～令和２年） 

 

 

図３ 年齢（３区分）別人口の割合の推移（昭和 60年～令和２年） 

 

15歳未満人口の割合は 11.5％、全国 33位（平成 27年 12.1％、全国 35位） 

15～64歳人口の割合は 53.9％、全国 44位（平成 27年 55.9％、全国 44位） 

65歳以上人口の割合は 34.6％、全国３位（平成 27年 32.0％、全国４位） 

（注）平成 27年及び令和２年は不詳補完値による。 

（注）平成 27年及び令和２年は不詳補完値により、平成 22年以前は分母から不詳を除いて算出。 
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図４ 人口ピラミッド（令和２年・昭和 60年） 

（令和２年） 

 
（昭和 60年） 
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71～73 歳：昭和 22 年～24 年
の第１次ベビーブーム 

 

46～49 歳：昭和 46 年～49 年
の第２次ベビーブーム 

 

36～38 歳：昭和 22 年～24 年
の第１次ベビーブーム 

 

11～14 歳：昭和 46 年～49 年
の第２次ベビーブーム 

 

（注）令和２年は不詳補完値による。 
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３ 市町別人口 

 

 

 

 

 

〇 総人口を市町別にみると、市部では、下関市が 255,051 人と最も多く、次いで山口市

(193,966人）、宇部市（162,570人）、周南市（137,540人）、岩国市（129,125人）となっ

ている。 

   町部では、周防大島町が 14,798 人と最も多く、次いで田布施町（14,483 人）、平生町

（11,914人）、和木町（6,034人）、阿武町（3,055人）となっている。 

（表１） 

表１ 人口上位の市町（令和２年） 

 
 

〇 市町別の人口の増減状況では、平成 27年に比べ、増加したのは、下松市のみであり、

他の１２市６町では減少している。 
 
〇 人口が増加した下松市についてみると、増加数は 75 人、増加率は 0.1％となっている。 

 
〇 人口が減少した市町についてみると、減少数は下関市が 13,466人と最も大きく、次い

で岩国市（7,632人）、周南市（7,302人）、宇部市（6,859人）、萩市（4,934人）となっ

ている。 

    また、減少率は、上関町が 16.4％と最も高く、次いで周防大島町（14.0％）、 阿武町

(11.8％）、美祢市（11.1％）、萩市（10.0％）となっている。 

 （表２、図５、図６、図７） 
表２ 人口増減の大きい市町（平成 27年～令和２年） 

 

5 岩 国 市 １２９，１２５ 5 阿 武 町 ３，０５５ 

4 周 南 市 １３７，５４０ 4 和 木 町  ６，０３４ 

3 宇 部 市 １６２，５７０ 3 平 生 町 １１，９１４ 

2 山 口 市 １９３，９６６ 2 田 布 施 町 １４，４８３ 

市　　　　　部 町　　　　　部

1 下 関 市 ２５５，０５１ 1 周 防 大 島 町 １４，７９８ 

順位 人 順位 人 

（注）増減数（率）: 対平成27年調査比

5 ― ―  5 萩 市 △　１０．０ 

4 ― ―  4 美 祢 市 △　１１．１ 

3 ― ―  3 阿 武 町 △　１１．８ 

2 ― ―  2 周防大島町 △　１４．０ 

1 下 松 市 　　　　０．１ 1 上 関 町 △　１６．４ 

増加率の高い市町 減少率の高い市町

順位 ％ 順位 ％ 

5 ― ―  5 萩 市 △  ４，９３４ 

4 ― ―  4 宇 部 市 △  ６，８５９ 

3 ― ―  3 周 南 市 △  ７，３０２ 

2 ― ―  2 岩 国 市 △  ７，６３２ 

人 

1 下 松 市 　　　　　７５ 1 下 関 市 △１３，４６６ 

増加数の大きい市町 減少数の大きい市町

順位 人 順位

平成 27年から人口が増加したのは、下松市（0.1％）のみ 

人口減少数が最も大きいのは下関市（13,466人）、次いで岩国市（7,632人）、周南市（7,302人） 

人口減少率が最も高いのは上関町（16.4％）、次いで周防大島町（14.0％）、阿武町（11.8％） 
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図５ 市町別人口増減（平成 27年～令和２年）  

 
 

 

 

図６ 市町別人口増減数              図７ 市町別人口増減率 

（平成 27年～令和 2年）            （平成 27年～令和 2年） 
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４ 世帯の状況 

 

 

 

 
 
 
〇 令和２年 10 月１日現在の本県の世帯数は 598,824 世帯で、平成 27 年に比べ、10 世

帯の減少となっている。 

 

 

 

 

 

 

〇 総世帯数 598,824世帯を世帯の種類別にみると、一般世帯数は 597,309世帯で、平成

27 年に比べ、117 世帯減少した。また、一般世帯人員は 1,293,822 人で、一般世帯の

１世帯当たり人員は 2.17人となっている。 

なお、施設等の世帯数は 1,515世帯、施設等の世帯人員は 48,237人となっている。 

（図８） 

 

図８ 一般世帯数及び一般世帯の１世帯当たり人員の推移（平成２年～令和２年） 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 10月１日現在の本県の世帯数（確定値）は 598,824世帯 

平成 27年から 10世帯の減少 

一般世帯数は 597,309世帯で、平成 27年から 117世帯の減少 

一般世帯の１世帯当たり人員は 2.17人 
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〇 一般世帯数（597,309 世帯）を世帯人員別にみると、１人世帯が 218,208 世帯（一般

世帯の 36.5％）と最も多く、世帯人員が多くなるほど世帯数は少なくなっている。 

（図９、表３） 

 

図９ 世帯人員別一般世帯数の推移（平成 12年～令和２年） 

 

 

表３ 世帯人員別一般世帯数の推移（平成 12年～令和２年） 

 

総数 １人世帯 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上

平成12年 582,437 155,809 174,350 109,020 86,637 35,987 14,049 6,585

平成17年 588,736 166,468 183,376 109,048 82,999 31,170 10,780 4,895

平成22年 596,231 182,632 189,293 107,392 77,668 27,043 8,541 3,662

平成27年 597,426 199,089 191,806 101,646 69,848 24,980 7,121 2,936

令和2年 597,309 218,208 192,719 95,036 62,114 21,642 5,471 2,119

平成12年～17年 6,299 10,659 9,026 28 △ 3,638 △ 4,817 △ 3,269 △ 1,690

平成17年～22年 7,495 16,164 5,917 △ 1,656 △ 5,331 △ 4,127 △ 2,239 △ 1,233

平成22年～27年 1,195 16,457 2,513 △ 5,746 △ 7,820 △ 2,063 △ 1,420 △ 726

平成27年～令和2年 △ 117 19,119 913 △ 6,610 △ 7,734 △ 3,338 △ 1,650 △ 817

平成12年～17年 1.1 6.8 5.2 0.0 △ 4.2 △ 13.4 △ 23.3 △ 25.7

平成17年～22年 1.3 9.7 3.2 △ 1.5 △ 6.4 △ 13.2 △ 20.8 △ 25.2

平成22年～27年 0.2 9.0 1.3 △ 5.4 △ 10.1 △ 7.6 △ 16.6 △ 19.8

平成27年～令和2年 △ 0.0 9.6 0.5 △ 6.5 △ 11.1 △ 13.4 △ 23.2 △ 27.8

平成12年 100.0 26.8 29.9 18.7 14.9 6.2 2.4 1.1

平成17年 100.0 28.3 31.1 18.5 14.1 5.3 1.8 0.8

平成22年 100.0 30.6 31.7 18.0 13.0 4.5 1.4 0.6

平成27年 100.0 33.3 32.1 17.0 11.7 4.2 1.2 0.5

令和2年 100.0 36.5 32.3 15.9 10.4 3.6 0.9 0.4

年　　　次

割
合

（

世
帯
）

実
数

(

世
帯

)

増
減
数

増
減
率
(%)

(%)

世帯人員が１人の世帯が 218,208世帯（一般世帯の 36.5％）と最も多い 
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５ 世帯の種類・家族類型 

 

 

 

 

〇 一般世帯数を世帯の家族類型別にみると、「単独世帯」（世帯人員が１人の世帯）は、   

218,208 世帯（一般世帯の 36.6％）となっており、平成 27 年（199,089 世帯、同

33.4％）に比べ、3.2ポイント増加している。 

（図 10、表４） 
 
 

〇 65 歳以上世帯員のいる一般世帯数は 289,523 世帯となっており、一般世帯に占める

割合は 48.5％となっている。 

  世帯の家族類型別にみると、「夫婦のみの世帯」は 96,637 世帯（65 歳以上世帯員の

いる一般世帯の 33.4％）、「単独世帯」は 94,207 世帯（同 32.5％）などとなっている。 

（図 11、表５） 

 

図 10 一般世帯の家族類型別割合の推移（平成 12年～令和２年） 

 

 

 

 

 

表４ 世帯の家族類型別一般世帯数の推移（平成 12年～令和２年） 

 

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

令和
2年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

令和
2年

582,437 588,736 596,231 597,426 597,309 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

155,809 166,468 182,632 199,089 218,208 26.8 28.3 30.6 33.4 36.6

347,784 351,040 350,875 345,715 336,505 59.7 59.6 58.9 57.9 56.4

夫婦のみの世帯 137,406 141,494 143,592 143,817 143,402 23.6 24.0 24.1 24.1 24.0

夫婦と子供から成る世帯 165,587 158,670 152,995 146,414 137,230 28.4 27.0 25.7 24.5 23.0

ひとり親と子供から成る世帯 44,791 50,876 54,288 55,484 55,873 7.7 8.6 9.1 9.3 9.4

78,844 71,228 62,606 51,810 42,085 13.5 12.1 10.5 8.7 7.1

（注）平成12年及び17年の数値は、平成22年以降の家族類型の定義に合わせて組み替えて集計している。
（※）平成22年以降の実数は世帯の家族類型「不詳」を含むため、内訳の合計とは一致しない。

その他の世帯

実　　数　（世帯） 割　　合　（％）
世帯の家族類型

一般世帯　（※）

単独世帯

核家族世帯

核家族世帯 

一般世帯のうち、「単独世帯」は 218,208世帯で、引き続き増加 

65歳以上世帯員のいる一般世帯数は 289,523世帯で、一般世帯の 48.5％を占める 

（注）平成 12年及び 17年の数値は、平成 22年以降の家族類型の定義に合わせて組み替えている。 
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図 11 65歳以上世帯員のいる一般世帯の家族類型別割合の推移（平成 12年～令和２年） 

 

 

 

 

表５ 世帯の家族類型別 65歳以上世帯員のいる一般世帯数の推移（平成 12年～令和２年） 

 

 

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

令和
2年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

令和
2年

229,214 246,947 263,709 284,825 289,523 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

(39.4) (41.9) (44.2) (47.7) (48.5)

56,216 65,945 75,403 86,916 94,207 24.5 26.7 28.6 30.5 32.5

106,880 121,945 136,621 154,487 160,140 46.6 49.4 51.8 54.2 55.3

夫婦のみの世帯 71,498 78,922 85,103 94,305 96,637 31.2 32.0 32.3 33.1 33.4

夫婦と子供から成る世帯 17,642 21,624 26,293 31,491 32,362 7.7 8.8 10.0 11.1 11.2

ひとり親と子供から成る世帯 17,740 21,399 25,225 28,691 31,141 7.7 8.7 9.6 10.1 10.8

66,118 59,057 51,685 43,422 35,176 28.8 23.9 19.6 15.2 12.1

44,745 37,785 30,894 24,867 18,705 19.5 15.3 11.7 8.7 6.5

（注１）（　）内の数値は、一般世帯に占める65歳以上世帯員のいる一般世帯の割合

（注２）平成12年及び17年の数値は、平成22年以降の家族類型の定義に合わせて組み替えて集計している。

（再掲）３世代世帯

その他の世帯

実　　数　（世帯） 割　　合　（％）
世帯の家族類型

65歳以上世帯員のいる一般世帯

単独世帯

核家族世帯

核家族世帯 

（注）平成 12年及び 17年の数値は、平成 22年以降の家族類型の定義に合わせて組み替えている。 
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６ 配偶関係 

 

 

 

 

〇 男女別 15 歳以上人口を配偶関係別にみると、男性（557,903 人）のうち、「未婚」が

170,476 人（15 歳以上男性の 30.6％）、「有配偶」が 335,948 人（同 60.2％）となって

いる。 

一方、女性（630,318 人）のうち、「未婚」が 128,259 人（15 歳以上女性の 20.3％）、

「有配偶」が 336,492人（同 53.4％）となっている。 
 

〇 平成 27年に比べ、男性の「未婚」の割合は 29.3％から 30.6％に上昇している。女性

の「未婚」の割合は 19.8％から 20.3％に上昇している。 

（図 13、表６） 

 

図13 年齢(５歳階級)、男女別15歳以上人口に占める配偶関係「未婚」の割合（平成12年、22年、令和２年） 

 

   

 

表６ 配偶関係、年齢（５歳階級）、男女別 15歳以上人口の割合（平成 27年、令和２年） 

 

（単位：％）
総数

(15歳以上)
　15～19歳 　20～24歳 　25～29歳 　30～34歳 　35～39歳 　40～44歳 　45～49歳 　50～54歳 　55～59歳 　60～64歳 　65～69歳 　70～74歳 　75歳以上

未　　 　婚 30.6 99.7 93.7 70.6 48.8 36.9 30.8 27.8 25.3 20.8 16.3 12.8 8.4 2.9

有　配　偶 60.2 0.3 5.9 27.9 48.5 59.0 63.3 65.0 65.4 69.0 72.8 75.4 79.0 77.3

死別・離別 9.2 0.0 0.4 1.5 2.7 4.1 5.8 7.2 9.3 10.2 10.8 11.8 12.6 19.8

未　　 　婚 20.3 99.5 89.6 57.4 33.6 23.8 20.6 17.8 15.4 11.5 7.5 5.7 4.9 3.5

有　配　偶 53.4 0.5 9.6 39.3 61.0 68.0 69.1 68.9 68.8 71.5 74.2 71.8 65.5 33.3

死別・離別 26.3 0.1 0.8 3.3 5.4 8.2 10.3 13.3 15.8 17.0 18.3 22.4 29.6 63.2

未　　 　婚 29.3 99.6 93.0 69.7 46.4 34.9 29.2 26.1 21.1 16.5 13.3 8.8 4.6 2.2

有　配　偶 61.8 0.4 6.7 28.8 50.7 60.6 65.0 65.8 69.7 73.6 76.1 79.9 83.2 77.8

死別・離別 8.9 0.0 0.4 1.4 2.9 4.5 5.8 8.1 9.2 9.8 10.7 11.3 12.3 20.0

未　　 　婚 19.8 99.4 88.3 56.4 33.0 23.9 18.6 15.8 11.8 7.7 5.7 4.9 4.0 3.2

有　配　偶 54.4 0.6 10.6 40.2 60.8 67.5 69.7 70.1 73.2 77.0 75.7 71.5 63.5 30.8

死別・離別 25.8 0.1 1.2 3.4 6.2 8.7 11.8 14.1 15.0 15.4 18.5 23.5 32.4 66.0

平成27年

男

女

令和2年

男

女

「未婚」の割合は、男性が 30.6％、女性が 20.3％ 

「有配偶」の割合は、男性が 60.2％、女性が 53.4％ 

（注）不詳補完値により算出。 

（注）令和２年は不詳補完値により、平成 12年及び 22年は分母から不詳を除いて算出。 
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７ 住居の状況 

 

 

 

〇 住宅に住む一般世帯数（587,759 世帯）を住宅の所有の関係別にみると、「持ち家」

が 394,560 世帯（住宅に住む一般世帯の 67.1％）と最も多く、次いで「民営の借家」

が 138,223 世帯（同 23.5％）、「公営・都市再生機構・公社の借家」が 31,030 世帯（同

5.3％）などとなっている。 

 

〇 住宅に住む一般世帯に占める「持ち家」の割合を平成 27 年に比べ、67.4％から

67.1％に低下している。 

（表７） 

表７ 住宅の所有の関係別住宅に住む一般世帯数（平成 27年、令和２年） 

 

 

 

 

 

 

〇 住宅に住む一般世帯数（587,759 世帯）を住宅の建て方別にみると、「一戸建」が

396,080 世帯（住宅に住む一般世帯の 67.4％）と最も多く、次いで「共同住宅」が

179,361世帯（同 30.5％）、「長屋建」が 11,708世帯（同 2.0％）などとなっている。 

 

〇 平成 27 年に比べ、住宅に住む一般世帯に占める「一戸建」の割合は 68.4％から

67.4％に低下し、「共同住宅」の割合は 29.1％から 30.5％に上昇している。 

（表８） 

表８ 住宅の建て方別住宅に住む一般世帯数（平成 27年、令和２年） 

 

 

 

総数 一戸建 長屋建 共同住宅 その他

実数（世帯） 587,759 396,080 11,708 179,361 610

割合（％） 100.0 67.4 2.0 30.5 0.1

実数（世帯） 586,868 401,439 13,978 170,512 939

割合（％） 100.0 68.4 2.4 29.1 0.2

住宅に住む一般世帯

平成27年

令和 ２年

「持ち家」の割合は 67.1％ 

「一戸建」の割合は 67.4％、「共同住宅」の割合は 30.5％ 

総数 持ち家
公営・都市再生機構・

公社の借家 民営の借家 給与住宅 間借り

実数（世帯） 587,759 394,560 31,030 138,223 16,498 7,448

割合（％） 100.0 67.1 5.3 23.5 2.8 1.3

実数（世帯） 586,868 395,629 35,922 135,833 15,085 4,399

割合（％） 100.0 67.4 6.1 23.1 2.6 0.7

住宅に住む一般世帯

平成27年

令和 ２年
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８ 外国人人口 

 

 

 

〇 本県に在住する外国人人口（14,378 人）を国籍別にみると、「韓国、朝鮮」が 4,404

人（外国人人口の 30.6％）と最も多く、次いで「ベトナム」が 3,493 人（同 24.3％）、

「中国」が 2,241人（同 15.6％）などとなっている。 

男女別にみると、男性が 6,707人、女性が 7,671人となっている。 

（表９） 

 

表９ 国籍別外国人人口（令和２年） 

 

 

 

 

 

 

実数（人） 割合（％）

（※1） 14,378 100.0

韓国，朝鮮 4,404 30.6

中国 2,241 15.6

フィリピン 1,221 8.5

タイ 161 1.1

インドネシア 517 3.6

ベトナム 3,493 24.3

インド 43 0.3

ネパール 315 2.2

イギリス 52 0.4

アメリカ 341 2.4

ブラジル 144 1.0

ペルー 35 0.2

その他 （※2） 1,411 9.8

（※1）原数値によるため、不詳補完値とは一致しない。

（※2）外国人のうち無国籍及び国名「不詳」を含む。

 総　　　　数　

国     　籍

「韓国、朝鮮」が最も多く 4,404人、次いで「ベトナム」が 3,493人、「中国」が 2,241人 
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別表１　市町別人口及び増減状況

人口増減状況

令和２年 平成27年 増減数 順位 増減率 順位

人 人 人 ％

県 計 1,342,059 1,404,729 △ 62,670 - △ 4.5 -

市 計 1,289,433 1,346,864 △ 57,431 - △ 4.3 -

町 計 52,626 57,865 △ 5,239 - △ 9.1 -

下 関 市 255,051 268,517 △ 13,466 19 △ 5.0 8

宇 部 市 162,570 169,429 △ 6,859 16 △ 4.0 7

山 口 市 193,966 197,422 △ 3,456 14 △ 1.8 3

萩 市 44,626 49,560 △ 4,934 15 △ 10.0 15

防 府 市 113,979 115,942 △ 1,963 8 △ 1.7 2

下 松 市 55,887 55,812 75 1 0.1 1

岩 国 市 129,125 136,757 △ 7,632 18 △ 5.6 11

光 市 49,798 51,369 △ 1,571 7 △ 3.1 4

長 門 市 32,519 35,439 △ 2,920 13 △ 8.2 14

柳 井 市 30,799 32,945 △ 2,146 9 △ 6.5 12

美 祢 市 23,247 26,159 △ 2,912 12 △ 11.1 16

周 南 市 137,540 144,842 △ 7,302 17 △ 5.0 9

山陽小野田市 60,326 62,671 △ 2,345 10 △ 3.7 5

周防大島町 14,798 17,199 △ 2,401 11 △ 14.0 18

和 木 町 6,034 6,285 △ 251 2 △ 4.0 6

上 関 町 2,342 2,803 △ 461 4 △ 16.4 19

田 布 施 町 14,483 15,317 △ 834 5 △ 5.4 10

平 生 町 11,914 12,798 △ 884 6 △ 6.9 13

阿 武 町 3,055 3,463 △ 408 3 △ 11.8 17

人　　　口
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別表２　市町別世帯数及び増減状況

世帯数増減状況

令和２年 平成27年 増減数 順位 増減率 順位

世帯 世帯 世帯 ％

県 計 598,824 598,834 △ 10 - △ 0.0 -

市 計 575,731 574,170 1,561 - 0.3 -

町 計 23,093 24,664 △ 1,571 - △ 6.4 -

下 関 市 115,817 116,298 △ 481 13 △ 0.4 7

宇 部 市 72,595 73,225 △ 630 15 △ 0.9 8

山 口 市 87,094 84,994 2,100 1 2.5 3

萩 市 20,432 21,620 △ 1,188 19 △ 5.5 15

防 府 市 48,858 47,573 1,285 3 2.7 2

下 松 市 24,718 23,757 961 4 4.0 1

岩 国 市 57,911 59,080 △ 1,169 18 △ 2.0 10

光 市 21,439 20,953 486 5 2.3 4

長 門 市 14,135 14,666 △ 531 14 △ 3.6 13

柳 井 市 13,932 14,170 △ 238 12 △ 1.7 9

美 祢 市 9,405 10,095 △ 690 16 △ 6.8 16

周 南 市 63,289 61,999 1,290 2 2.1 5

山陽小野田市 26,106 25,740 366 6 1.4 6

周防大島町 7,198 8,038 △ 840 17 △ 10.5 18

和 木 町 2,476 2,593 △ 117 8 △ 4.5 14

上 関 町 1,251 1,459 △ 208 11 △ 14.3 19

田 布 施 町 5,955 6,131 △ 176 10 △ 2.9 12

平 生 町 4,848 4,951 △ 103 7 △ 2.1 11

阿 武 町 1,365 1,492 △ 127 9 △ 8.5 17

世　帯　数
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参考１　人口及び世帯数の推移

人 世帯 人 ％ 世帯 ％

大正 9 年

14

昭和 5 年

10

15

22

25

30

35

40

45

50

55

60

平成 2 年

7

12

17

22

27

令和 2 年

項目

人 　口 世帯数

対　前　回　調　査　比

人　　口 世帯数

年次 増減数 増減率

1,094,544 241,607 53,531 5.1 8,724 3.7

増減数 増減率

1,041,013 232,883 － － － －

1,190,542 259,131 54,905 4.8 9,943 4.0

1,135,637 249,188 41,093 3.8 7,581 3.1

1,479,244 325,358 185,002 14.3 48,267 17.4

1,294,242 277,091 103,700 8.7 17,960 6.9

1,609,839 346,668 68,957 4.5 14,957 4.5

1,540,882 331,711 61,638 4.2 6,353 2.0

1,543,573 394,977 △ 58,634 △ 3.7 21,810 5.8

1,602,207 373,167 △ 7,632 △ 0.5 26,499 7.6

1,555,218 461,875 43,770 2.9 37,968 9.0

1,511,448 423,907 △ 32,125 △ 2.1 28,930 7.3

1,601,627 518,938 14,548 0.9 20,311 4.1

1,587,079 498,627 31,861 2.0 36,752 8.0

1,555,543 564,210 △ 17,073 △ 1.1 27,274 5.1

1,572,616 536,936 △ 29,011 △ 1.8 17,998 3.5

1,492,606 591,460 △ 35,358 △ 2.3 7,735 1.3

1,527,964 583,725 △ 27,579 △ 1.8 19,515 3.5

1,342,059 598,824 △ 62,670 △ 4.5 △ 10 △ 0.0

1,451,338 597,432 △ 41,268 △ 2.8 5,972 1.0

1,404,729 598,834 △ 46,609 △ 3.2 1,402 0.2
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参考２　市町別男女別人口及び増減状況

令和２年人口 平成２７年人口 人口増減状況

総数 男性 女性 総数 男性 女性 男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

県 計 1,342,059 636,736 705,323 1,404,729 665,008 739,721 △ 28,272 △ 34,398

市 計 1,289,433 612,049 677,384 1,346,864 638,086 708,778 △ 26,037 △ 31,394

町 計 52,626 24,687 27,939 57,865 26,922 30,943 △ 2,235 △ 3,004

下 関 市 255,051 118,683 136,368 268,517 124,722 143,795 △ 6,039 △ 7,427

宇 部 市 162,570 77,793 84,777 169,429 81,133 88,296 △ 3,340 △ 3,519

山 口 市 193,966 92,352 101,614 197,422 94,245 103,177 △ 1,893 △ 1,563

萩 市 44,626 20,610 24,016 49,560 22,730 26,830 △ 2,120 △ 2,814

防 府 市 113,979 54,951 59,028 115,942 55,910 60,032 △ 959 △ 1,004

下 松 市 55,887 27,405 28,482 55,812 27,252 28,560 153 △ 78

岩 国 市 129,125 60,981 68,144 136,757 64,455 72,302 △ 3,474 △ 4,158

光 市 49,798 23,711 26,087 51,369 24,425 26,944 △ 714 △ 857

長 門 市 32,519 15,040 17,479 35,439 16,328 19,111 △ 1,288 △ 1,632

柳 井 市 30,799 14,345 16,454 32,945 15,357 17,588 △ 1,012 △ 1,134

美 祢 市 23,247 10,857 12,390 26,159 12,165 13,994 △ 1,308 △ 1,604

周 南 市 137,540 66,686 70,854 144,842 69,819 75,023 △ 3,133 △ 4,169

山陽小野田市 60,326 28,635 31,691 62,671 29,545 33,126 △ 910 △ 1,435

周防大島町 14,798 6,828 7,970 17,199 7,844 9,355 △ 1,016 △ 1,385

和 木 町 6,034 2,947 3,087 6,285 3,097 3,188 △ 150 △ 101

上 関 町 2,342 1,084 1,258 2,803 1,283 1,520 △ 199 △ 262

田布施町 14,483 6,908 7,575 15,317 7,242 8,075 △ 334 △ 500

平 生 町 11,914 5,553 6,361 12,798 5,906 6,892 △ 353 △ 531

阿 武 町 3,055 1,367 1,688 3,463 1,550 1,913 △ 183 △ 225
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参考３　市町別人口の推移

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％

県 計 1,527,964 1,492,606 1,451,338 1,404,729 1,342,059 △ 1.8 △ 2.3 △ 2.8 △ 3.2 △ 4.5

市 計 1,458,560 1,426,476 1,389,324 1,346,864 1,289,433 △ 1.7 △ 2.2 △ 2.6 △ 3.1 △ 4.3

町 計 69,404 66,130 62,014 57,865 52,626 △ 4.0 △ 4.7 △ 6.2 △ 6.7 △ 9.1

下 関 市 301,097 290,693 280,947 268,517 255,051 △ 3.1 △ 3.5 △ 3.4 △ 4.4 △ 5.0

宇 部 市 182,031 178,955 173,772 169,429 162,570 △ 0.4 △ 1.7 △ 2.9 △ 2.5 △ 4.0

山 口 市 197,115 199,297 196,628 197,422 193,966 2.0 1.1 △ 1.3 0.4 △ 1.8

萩 市 61,745 57,990 53,747 49,560 44,626 △ 5.4 △ 6.1 △ 7.3 △ 7.8 △ 10.0

防 府 市 117,724 116,818 116,611 115,942 113,979 △ 0.9 △ 0.8 △ 0.2 △ 0.6 △ 1.7

下 松 市 53,101 53,509 55,012 55,812 55,887 △ 0.7 0.8 2.8 1.5 0.1

岩 国 市 153,985 149,702 143,857 136,757 129,125 △ 1.5 △ 2.8 △ 3.9 △ 4.9 △ 5.6

光 市 54,680 53,971 53,004 51,369 49,798 △ 1.3 △ 1.3 △ 1.8 △ 3.1 △ 3.1

長 門 市 43,473 41,127 38,349 35,439 32,519 △ 4.6 △ 5.4 △ 6.8 △ 7.6 △ 8.2

柳 井 市 37,251 35,927 34,730 32,945 30,799 △ 4.4 △ 3.6 △ 3.3 △ 5.1 △ 6.5

美 祢 市 31,546 29,839 28,630 26,159 23,247 △ 2.6 △ 5.4 △ 4.1 △ 8.6 △ 11.1

周 南 市 157,383 152,387 149,487 144,842 137,540 △ 2.6 △ 3.2 △ 1.9 △ 3.1 △ 5.0

山陽小野田市 67,429 66,261 64,550 62,671 60,326 △ 1.9 △ 1.7 △ 2.6 △ 2.9 △ 3.7

周防大島町 23,013 21,392 19,084 17,199 14,798 △ 7.2 △ 7.0 △ 10.8 △ 9.9 △ 14.0

和 木 町 6,732 6,441 6,378 6,285 6,034 △ 3.3 △ 4.3 △ 1.0 △ 1.5 △ 4.0

上 関 町 4,307 3,706 3,332 2,803 2,342 △ 11.1 △ 14.0 △ 10.1 △ 15.9 △ 16.4

田 布 施 町 16,217 16,287 15,986 15,317 14,483 0.1 0.4 △ 1.8 △ 4.2 △ 5.4

平 生 町 14,580 14,203 13,491 12,798 11,914 △ 0.3 △ 2.6 △ 5.0 △ 5.1 △ 6.9

阿 武 町 4,555 4,101 3,743 3,463 3,055 △ 7.2 △ 10.0 △ 8.7 △ 7.5 △ 11.8

人　口 増減率
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参考４　市町別年齢（３区分）別人口

割合 順位 割合 順位 割合 順位

人 人 人 ％ ％ ％

県 計 153,838 723,588 464,633 11.5 33 53.9 44 34.6 3

市 計 148,840 698,913 441,680 11.5 － 54.2 － 34.3 －

町 計 4,998 24,675 22,953 9.5 － 46.9 － 43.6 －

下 関 市 28,194 135,647 91,210 11.1 10 53.2 8 35.8 12

宇 部 市 18,729 89,412 54,429 11.5 6 55.0 5 33.5 15

山 口 市 24,184 113,032 56,750 12.5 4 58.3 1 29.3 18

萩 市 3,915 21,064 19,647 8.8 15 47.2 15 44.0 5

防 府 市 14,678 64,021 35,280 12.9 3 56.2 3 31.0 16

下 松 市 7,781 31,546 16,560 13.9 2 56.4 2 29.6 17

岩 国 市 14,522 68,159 46,444 11.2 9 52.8 10 36.0 11

光 市 5,712 26,047 18,039 11.5 7 52.3 11 36.2 9

長 門 市 3,039 15,152 14,328 9.3 13 46.6 16 44.1 4

柳 井 市 3,247 15,476 12,076 10.5 12 50.2 12 39.2 8

美 祢 市 1,965 11,367 9,915 8.5 17 48.9 13 42.7 7

周 南 市 15,537 75,605 46,398 11.3 8 55.0 6 33.7 14

山陽小野田市 7,337 32,385 20,604 12.2 5 53.7 7 34.2 13

周防大島町 934 5,789 8,075 6.3 18 39.1 18 54.6 2

和 木 町 1,010 3,369 1,655 16.7 1 55.8 4 27.4 19

上 関 町 147 874 1,321 6.3 19 37.3 19 56.4 1

田 布 施 町 1,561 7,687 5,235 10.8 11 53.1 9 36.1 10

平 生 町 1,084 5,685 5,145 9.1 14 47.7 14 43.2 6

阿 武 町 262 1,271 1,522 8.6 16 41.6 17 49.8 3

※山口県の順位は全国順位

（注）不詳補完値により算出。

年齢（３区分）別人口 割　　合

15歳未満 15～64歳 65歳以上
15歳未満 15～64歳 65歳以上

※※ ※


